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リア半島の地質学的な枠組み

ムラト｡エレンディル1)(訳:加藤碩一2))

1.はじめに

トルコの位置するアナトリア半島は,地中海東部

地域におけるアノレプスｰヒマラヤｰインドネシア山

系の一部を構成する.トルコ地域における本山系

は,東をザグロス(Zagrids,イラン)とコｰカサス

(アゼルバイジャンだと),南をアラビア･フラッ

ト,西を工一ゲ海やヘレニｰデス(He11enides,ギ

リシャ)に囲まれている.現在アラビアプレｰトな

どの北上に伴う明瞭た南北性の短縮テクトニクス下

にあり,トルコの地質は複雑な様相を呈している.

一言でいえば,地質時代を通じて,衝突を繰り返し

た数多くのマイクロコンチネントが集積して,いわ

ゆるアナトリア地塊(アナトリアプレｰトまたは,

トルコプレｰトともいわれている)を構成している.

今まで,多くの研究者によって,トノレコの地質を

幾つかのサブゾｰソに区分する試みカミ行われてき

た.

もっとも単純で,よく受けいれられているのが

Ketin(1966)によるものである二これは,東西性の

4つの構造帯,すなわち,北から南ヘポソトス帯

(Pontides),アナトリア帯(Anato1ides),タウノレス

帯(Taurides),及び周辺摺曲帯(BorderFo1ds)に分.

げるものである(第1図).また,実質的には,ス

ｰチャｰゾｰン(縫合帯)である東西性の主構造線が

アナトリア地塊を大きく2つの部分に分けている.

地質図で容易に判読できるこの構造線は,イズミｰ

ルｰアンカラ帯(Izmir-AnkaraZone)とも呼ばれる.

このゾｰンの北側にポントス帯が位置し,他の3

帝は,その南側に位置するわけである.とくに,最

も南部に位置する周辺摺山帯地域は,アラビアプラ

ットフォｰムのトルコ域内への北方延長にあたる(第

2図参照).

以下に各帯の概要を記す.
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第1図トルコの地質略図(ナッペ:LN一ルシャソ,AN一アゾダリア,ALN一アラニャ,ADN一アラグア,

MLN一マラチャ,'MN一ムソズｰル,KN一ヶバソ,BN一バスキル;原地性岩体:BO一ベイタアラン,

GO一ゲイクダア,TO一トウファソベイリ;A-A'～D-D'は第2図の断面図の位置を示す)
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s第2図アナトリア半島の主要地質

構造の模式断面図(断面位置

は第1図に示してある)

ポントス帯は,従来容易に識別できる2つのゾ

ｰンからなると考えられていた.たとえば,特徴的

た古生層が西方のイスタンブｰル･ゾｰン(第1

図)を観定しているとされていた.このゾｰンの南

方及び東方に広く分布する地層は,カラカヤ層

(KarakayaFormation,またはGroup)と呼ばれ特

徴的な様相を示す.主に上部古生層から下部ジュラ

紀層にわたり,有名な北アナトリア･マッシブを構

成している.マルマラ海とイズミｰルｰアンカラ帯

の問に位置するこのゾｰンの西端部は,以前サカリ

ヤ･ゾｰン(Saka町aZone)として定義されていた

(Seng6randYi1maz,1891).しかし,ポントス帯

の東端部でカラカヤ層相当層が発見され(Okay,

1989a),このサカリヤ･ゾｰンは,ポントス帯の

東まで延長され,この帯内部の区分は再びあいまい

なものとなっている.

アナトリア帯の岩石は,実質的にはタウルス帯の

岩石と同様であるが,広く分布する緑色片岩で表さ

れる変成作用が特徴的である.この緑色片岩は,西

部及び中央アナトリア･マッシブを形成し,高温低

圧型及び高圧低温型の変成岩を含んでいる

(Okay,1984,第1図).

タウルス帯は,工一ゲ海から地中海沿岸にそって

東部アナトリアに延びている.それは2,3の散在

する原地性岩体上に積み重なっているいくつかのナ

ッペを特徴的に含む.タウルスナッペは,典型的な

大陸縁起源の中生代炭酸塩岩や古生代砕屑岩類から

なっている.東部アナトリアでは,周辺摺山帯北部

に向かってナッペの覆臥や地殻短縮による地質構造

が東アナトリア付加コンプレックス(E^C)を構成

している.

周辺摺曲帯は,北縁を第三紀の南東アナトリア

･スラストによって限られ,Eん生Cから分離され

ている.このスラストはかつて離れていた大陸片と

ゴンドワナ地塊問の衝突線を表している.いぜん継

続している衝突によって,北方ほど強く変捗してい

る幅広い榴曲で特徴づけられている.岩相は,この

地域がアラビア大陸ブロックの受動的縁辺部である

ことを示している.その地質時代は古生代最初期

(あるいはさらに古い)から現世にまでわたってい

る.いくつかの背斜がこの地域を特徴っげ,埋没し

たいくつかの背斜は,トルコにおける主要な石油貯
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留層となっている.

以上のトルコの4つの地質帯は,広域的たプレ

ｰトテクトニクス史を反映している.今までに提案

された構造発達史のモデルの大部分は,2つの大洋

が残存していたという仮説である(たとえば,

�湧�慮�������潢敲瑳潮慮�楸潮�

1984).ひとつはパレオテｰチス,もうひとつの海

はネオテｰチスとよばれている.前者は,古生代後

期から中生代中期にかけてパンゲアの一部としてロ

ｰレシアとゴンドワナ間の三角形状の内湾を満たし

ていた(Seng6r,1979).ポントス帯で発見されてい

るパレオテｰチスに関連する岩石は,広域的鍵層と

しての重要性にも関わらず未だ問題を残している.

この大洋の南縁では,中生代のリフティングとそれ

に続く大洋盆の形成が南方のゴンドワナ大陸から分

離したアナトリア地塊主要部を導いた.後者の中生

代のネオテｰチスは東方で一緒になる2つの分岐

部をもっている.イズミｰノレｰアンカラ帯は,北部

の分岐のスｰチャｰゾｰンである.一方,地中海盆

は,庸東スラストに沿ったスｰチャｰゾｰンとして

東方に連続する南側の分岐が現世まで残った地域で

ある.ネオテｰチスの北側分岐は北部で長い直線状

の大陸片一チメリアソ大陸(CimmerianContinent)

と乎ばれる一を残していく(Sengδr,1979).パレオ

テｰチスを反時計回りに移動したこの大陸片は,北

部でロｰレシアに衝突し,パレオテｰチスの堆積盆

は消滅する.一方,南側では2つの中生代の大洋

(北部ネオテｰチスと南部ネオテｰチス)の問にアナ

トリアｰタウルス台地(Anato1ide-TaurideP1atf-

orm:ATP)とよばれるもう一つの大陸片が残って

いた.ATPはさらに一2つのブロッタｰメソデレス

ブロックとクルシェヒｰルブロックに分かれ,両者

は,タウルス内海(Intra-TaurideOcean)によって

分離されていた1このようた大洋分離をひもとく手

掛かりは,アナトリア帯を横切って北西一南東方向

に延びる高圧低温変成帯に由来する.

以下に各帯についてやや詳しく説明する.

(1)ポントス帯

ポントス帯は,イズミｰノレｰアンカラ帯と黒海の

間の北部アナトリアに位置し,中生代後期に並置し

た3つの主要な構造ユニットからたる.

1993年7月号

トノレコ北西境界に位置するイストランジャ･マッ

シブ(IstrancaMassif)は,後期二畳紀の花開岩類に

貫入された砕屑岩や炭酸塩岩からなっている(第3

図).本マッシブはジュラ紀後期に変形変成作用を

受けている.この南方には,7000m厚もの堆積物

を含んだ新第三紀の堆積盆がある.イスタンブｰル

の周囲では,theP1aeozoicofIstanbu1と呼ばれる

有名た古生層が露出している.この岩体はポントス

帯中央部に延び,イスタンブｰル･ゾｰンを揚足し

ている.この帯はよく発達した非変成でほとんど変

形していない古生層で特徴づけられている.時代

は,オルドビス紀一石炭紀で,これに不整合でのる

上部二畳紀一下部三畳紀の陸成砕屑岩が最上位を構

成している(第3図).古生層の堆積相は,受動的

大陸縁の環境を示している.イスタソブｰノレ･ゾｰ

ンは全体として周囲の構造ユニットと不整合であ

り,イストランジャ･マッシブやサカリヤ帯の上に

重なった巨大たナッペとする考えもある(Se㎎δr

慮摯�敲�������

イスタンブｰル･ゾｰンの南方及び東方にサカリ

ヤ･ゾｰンがある.この帯の主要な特徴は,ほとん

ど古生層が見られない･ことである.二畳紀一三畳紀

(部分的に下部ジュラ紀のカラカヤ層は,この帯の

もっとも重要な構成メンバｰである.これは,地層

というよりはコンプレックスと口乎ぱれるようた幾つ

かの岩体を含んでいる.それは,強く変形･変成し

た塩基性火山岩類と石灰岩のオリストリス(二畳紀

一石炭紀)を伴ったグレイワッケおよびメダオフィ

オライトの橡1状岩体からたる(写真1).一般に岩石

は緑色片岩相に,部分的に青色片岩(ラゾ閃石片岩)

相に変成していることからも高圧低温期があったこ

とを示唆する.変成岩類はパレオテｰチスの南縁

(またはCimmerian大陸の北縁)を形成する島弧一

海溝コンプレックスを示すとされている.カラカヤ

層は,中生代台地に堆積した変形していない炭酸塩

岩や砕屑岩(ライアス続の砂岩に始まるネオテｰチ

スの堆積物)に不整合に覆われている(第3図).カ

ラカヤコンプレックスの内部構造は,先ライアス続

の花嵩岩類によって貫入されている幾つかの構造ユ

ニットからたっている.ポントス帯の西部では,高

変成度の片麻岩,角閃岩やメダオフィオライト岩類

がカラカヤ層の下からテクトニックウインドｰとし

て露出している.�
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ポントス帯の主要ユニットの地質柱状図(記号説明:地質時代:Pz(古生代),Cr(カンブリア紀),O(オ

ルドビス紀),S(シルル紀),D(デボン紀),C(石炭紀),PC(二畳紀･石炭紀),P(二畳紀),UP(上部

二畳紀),Mz(中生代),Tr(三畳紀),LTr(下部三畳紀),UTr(上都三畳紀),J(ジュラ紀),Kr(白亜

紀),UKr(上部白亜紀),Sen(セノソ世),Pa1(暁新世),Eo(始新世),Mi(中新世)

岩相:A(安山岩),Am(角閃岩),As(アルコｰズ砂岩),B(玄武岩),Ba(ボｰキサイト),B1(塊状石灰

岩),B1m(黒色石灰岩),Bs(黒色頁岩),Bsc(青色片岩,ラゾ閃石片岩),Bv(塩基性火山岩類),

Rc(赤色砕屑岩類),S(頁岩),C(炭酸塩岩),C1(砕屑岩類),C1m(チャｰト質石灰岩),Cm(チャｰト

質大理石),Co(石炭),Cs(石灰質片岩),D(ドロマイト),Da(デイサイト),E(エクロジャイト),F(フ

リッシュ),Gd(花開閃緑岩),Gn(片麻岩),Gr(花嵩岩),Gw(グレイワッケ),I(貫入岩類),L(石灰

岩),M(マｰル),Mb(大理石),Mc(メダカｰボネイト),Mch(メタチャｰト),Mo(メダオフィオラ

イト),Mo1(メダオリストスト同一ム),Mp(メタ泥質岩),Ms(雲母片岩),Mv(メタ火山岩類),

Nc(浅海性炭酸塩岩),N1(浅海性石灰石),O(オフィオライト),Of(オフィオライト質フリッシュ),

01(オリストストロｰム),01s(オリストストロｰム砕屑岩類),Oo(オフィオライトオリストスト同一.

ム),P(泥質岩),Pc(遠洋性炭酸塩岩),P1(遠洋性石灰岩),P1c(台地性炭酸塩岩),Ps(泥質片岩),

Q(クォｰツァイト),Rc(赤色砕屑岩),Rs(赤色砂岩),Sc(結晶片岩),Ss(砂岩),V(火山岩類),

D.C.(非整合)

ポントス帯は大規模た火山岩類を含み,その中に

は金属鉱床に富むものもある.とくに歩帯の東半部

では,白亜紀一姶新世の火山岩類は火山砕屑岩類が

島弧一海溝の主要な金属鉱床(黒鉱タイプの塊状硫

黄鉱床)を構成している.これらの火山岩類の下に

は西部ポントス帯のものと実質的に類似した中生代

卓状地堆積物が露出している(第3図)一層序上の

主た違いはジュラ紀の砕屑岩を含む大規模た陸成火

山砕屑岩類,塩基性火山岩や石炭などの存在であ

る.これらの岩相は,ネオテｰチスの初期リフティ

ングを表している(SengδrandYi1maz,1981).

(2)アナトリア帯

アナトリア帯は,西部および中都アナトリアに位

置し,変成したタウルスシｰクェンスとして簡単に

地質ニュｰス467号�
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写真1カラカヤ層スピライト中の二畳紀一三畳紀石灰

岩オリストリス(北西トルコ)K.Sen鮒k氏撮影

定義されている.深成岩体や高圧低温型変成岩類も

一部に含まれるが,一般には緑色片岩相を特徴とす

る･緑色片岩帯は,石炭紀一上部二畳紀石灰岩に覆

われた厚い変砕屑岩類を含む.中生代の岩層はマｰ

ストリヒト階(上部白亜系)一暁新世のオリストスト

ロｰム性のフリッシュに覆われた厚い卓状地の炭酸

塩岩で表されている.いくつかのオフィオライトナ

ッペは底部が変成岩であることもあるフリッシュを

覆っている(第4図).

イズミｰノレｰアンカラ帯に沿うアナトリ'ア帯の北

縁は,高圧低温型の変成作用を示す(Okay,1984;

1985).頁岩やチャｰトを挟む変砕屑岩類,大理石

および塩基性火山岩類が主要な岩相をなしている.

それらは中都白亜紀に生じた青色片岩の変成作用の

明白た痕跡を示している.

西部アナトリア地域では,大規模な高度変成マッ

シブ,すなわち,メンデレス･マッシブが露出して

いる(第1図･写真2).その岩相から,中核部

(CR),片岩被覆層(SC),大理石被覆層(MC)と呼

ばれグルｰプに区別されている.北部の岩相は,庸

部及び中部と異なっている(第4図).南部は3つ

の変形一変成時相,すなわち1)500-470Maのパ

ンアフリカ期(高度角閃岩相),2)始新世一漸新世

のネオテｰチス期(高度角閃岩相十緑色片岩相),

3)10-15Maの伸張期(低度)からなっている.南

部メンデレスの中核部(CR一)は,堆積岩及び貫入岩

起源の高度片麻岩からたり,片岩にヰって不整合で

覆われている.主な岩相は,オルドビス紀(?)の泥

質,カルク質,砕屑質の片岩である.大理石被覆層

は,古生代一中生代のメタ炭酸塩岩や砕屑物からた

り,オフィオライト質のフリッシュで終わる.(第

4図).北部メンデレスの中核部は,片麻岩中にト

ｰナライト質一花嵩岩質の変貫入岩(470Ma)を含

む.砕屑質の片岩や片麻岩は片岩被覆層を構成し,

一方古生代の大理石カミ大理石被覆層をなしている.

メンデレス･マッシブの変成作用は,西部タウルス

ナッペ(TauricNapPes)(Lucian)が,マッシブを北
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写真2メンデレス･マッシブの縞状ミグマタイト(N.

Konak氏撮影)

から南へ通り過ぎた結果であると解釈されている

(SengδrandTi1maz,1981).

中央アナトリアは,その大部分が新第三紀の堆積

物で覆われているげれども,クルシェヒｰル･マッ

シブで構成されている.エチェミッシュ断層(第1

図)に隣接するアナトリア帯の南西隅はクルシェヒ

ｰル･マッシブとわずかに異たる層序を示すニイデ

･マッシブ(NiξdeMassif)である.その岩石は,

先上部白亜紀に低圧高温型の変成作用を受けてい

る.最下位は準一正片麻岩や変砕屑岩(古生代?)か

らなっている.上位は大理石やチャｰト質メダカｰ

ボネイトを含む.最上位は,オフィオライト質オリ

ストストロｰムや白亜紀のフリッシュからなる(第

4図).全層準にわたって上部白亜紀と暁新世の花

嵩岩類によって貫入されている(Gδnciog1u,

���

アナトリア帯では大規模た新第三紀火山活動が生

じている.西部アナトリア帯では,カルクアルカリ

質の火山作用に続いてアルカリ質の火山作用が起き

ている.歴史時代におけるクラ玄武岩流の噴出は壮

大な円錐丘をなしている.中央アナトリアの東部で

は,中新世に始まり,歴史時代まで続いた噴火が多

くの火山を形成している.アナトリア帯南東端で

は,アナトリアｰタウノレス帯に平行に延びる火山列

が中央アナトリアの平坦地で明瞭にそびえ立つ円錐

状地形をなしている(写真3).

(3)タウルス帯

トルコ南部の地中海沿岸に沿う山脈は,タウノレス

(Taums)山脈と呼ばれる.ひとつの造山帯として

東部アナトリアからイラン国境地帯に続くこの地域

がタウルス帯と呼ばれている.歩帯は,全体として

相互に積み重なった無数のナッペからできている(第

2図C-C'とD-D').原地性ないし準原地性の基盤

岩類はほんの数カ所で露出しているのみである(第

1図).広域地質及び構造地質学の両面から重要た

ゾｰンなので,多くの研究者によってとりあげられ

ている(例えば,Ricoueta1.,1979;Monod,1976;

�����佺杵�������������浩爭

�猱����

広く露出している原地性のトウファソベイリ

(Tufanbey1i)･シｰクェンス(第1図のT0)は,歩

帯中央部をなす.このシｰクェンス(TO)の西方に

は炭酸塩岩を主とする堆積岩類が分布する.一方東

方には,火成岩や火山岩を含む変成岩類カミ分布し,

西方とは異なった眺望を示している.西都では,広

域地質的には,オフィオライトもまた重要な構成要

素である.ハタイ(Hatay)オフィオライト(Teke1i

andErendi1.1987;Erendi1.1984)やアゾダリヤ･オ

フィオライト(Juteau,1980)は,有名たキプロスの

Troodosオフィオライトに続いて重要なものであ

る(写真4).

ルシヤソナッペ(第1図のLN)は,タウノレス帯の

西端をなす.それは,後始新世にベイタアラン原地

性岩体に覆瓦したいくつかの構造ユニットからた

る.それらは上位層準では,たいてい遠洋性堆積物

に交代された浅海の炭酸塩岩を含んでいる(第5

図).最上位のユニットは大規模な遠洋性堆積物を

ともなったオフィオライト質のオリストストロｰム

や大きなオフィオライトナッペで形成されている.

その内部構造や層序は大変複雑たので(Poissonet

写真3トルコ中央部のエルジェス(Erciyes)火山(Y.

G首ner氏撮影)
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写真4ハタイ(Hatay)オライオライトの斑れい岩中のマ

グマ性斜層理(南西トルコ)

a1､,1984)これ以上の詳細は省くことにする.ベイ

タアラン(Beydag1an:BO)やゲイクダア(Geyikd-

ag:G0)は,原地性起源である.一般にカンブリア

紀のドロマイトやオルドビス紀の砕屑岩類が古生層

を構成している(第5図).中生層は三畳紀のドロ

マイトと植物化石を産出する砂岩で始まる.ジュラ

ゲイクダァｰベイタアラン
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�
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紀一白亜紀の台地性炭酸塩岩は始新世のオフィオラ

イト性のフリッシュに覆われている.アンタリヤナ

ッペ(AN)は,地中海沿岸に沿う南都では,構造的

に原地性岩体にのっている(第1図,第2図の

C-C').アンタリヤナッペは,カンブリア紀から暁

新世にいたる完全な層準を示し,ときにアゾダリヤ

･コンプレックスと称される(Robe血s㎝andWood-

cock,1981;Woodc㏄kandRobe村｡s㎝,1982)(第5

図).下部三畳紀堆積物中の火山岩類は,初期ネオ

テｰチスのリフティングを示唆するものとされてい

る(SengδrandYi1maz,1981).上部白亜紀の遠洋

性堆積物は,アンタリヤオフィオライトの逆入前の

台地の沈降を示唆する.その岩石は局所的には,緑

色片岩相の変成作用を示す.

アラニャナッペはタウルス帯のもう一つの重要な

要素をなす(第1図のALN).それは,アンタリァ

ナッペにのる3つのスライス(ナッペ)からなり,

始新世にG0の上に生成した.最下位のスライス

は,二畳紀の藻類やカルクシストを伴うドロマイト
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や大理石からなっている(第5図).中位のスライ

スはエクロジャイトや青色片岩を挟むざくろ石雲母

片岩や角閃岩を含んでいる.上位のスライスは,二

畳紀一下部三畳紀の泥質片岩やメダカｰボネイトか

らなる(0kayandδzg血1.1984;0kay,1989b)･

アラグア山は,タウノレス山脈のちょうど中央部に

位置し,同山脈のナッペ構造(口絵写真1参照)の

良い例となっている(Teke1ieta1.,1984).山脈は全

体として6つのナッペからたり,その1つはトウ

ファソベイリ原地性岩体(TO)上にのるオフィオラ

イトナッペである.アラグアナッペ(第1図の

ALN)は白亜紀の後期マストリヒシアゾにたがいに

迷入している.ナッペ群は,古生代一中生代の台地

性堆積物からなる.一般に,少量の砕屑物を伴う炭

酸塩岩からたっている.これは全体的に浅海性であ

るが,オフィオライトナッペ迷入直前の層準では上

方にいくに従って遠洋性となっている(第5図).

T0は,東部タウルス山脈形成以前の最後の原地

性起源のものである.最初期カンブリア紀から鮮新

世にいたる完全な層序断面がその原地性岩体中に露

出している(第5図).中生層が台地性カｰボネイ

トからなるところでは古生層は典型的に砕屑物から

たっている.

東部アナトリアではいくつかの変成した南フェル

ゲンツのナッペ群が東アナトリア付加コンプレック

ス(亘ん生C)を形成している(第2図のD-D').東部

においては大部分のコンプレックスは広く分布して

いる第三紀の火山岩類によって覆われている.これ

らのナッペはその北部の北アナトリア断層とその南

部(アラビア台地前面)の南東アナトリアスラスト帯

の問でつよく圧搾されている(第1図).タウルス

帯のこの部分は,西方のそれと広域の変成作用とマ

グマ活動の点で異なっている.その地域全体として

衝突テクトニクスの最良の例の1つとなっている

(Deweyeta1.,1986).北部における最上位のナッ

ペは,ムソズｰル(Munzur)ナッペ(MN)である.

それは,典型的たタウノレス台地の層準である非変成

の炭酸塩岩からなっており(第5図),ケバソ(Ke-

ban)ナッペ(KN)の上に重なっている(写真5).

KNは,緑色片岩相に変成し,片状花開岩に貫入さ

れた(76-78Ma,Yazgan,1984;YazganandChes-

sex,1991)実質的に類似した地層からなっている.

バスキノレ(Baski1)ナッペはKNの下に位置し,火成

写真5ケバソ(Keban)ナッペの摺曲(東トルコ),J.

Asutay氏撮影

岩コンプレックスからなり,ネオテｰチスの局所的

で比較的短命な海洋性分岐部の島弧コンプレックス

と考えられている(SengδrandYi1maz,1981).

これらの十ツペは,南東アナトリアスラストに沿

って,アラビア台地の変成した大規模深成岩体上に

重なっている.西から東へこれらのナッペはマラテ

ィア(Ma1atya),ピュテュルゲ(Pit廿rge)及びビト

リス(Bit1is)とよばれる(第1図).ピュテュルゲ及

びビトリスの岩体は高度に変成されていることで特

徴付けられている.ピュテュルゲではたぶん下部古

生代(あるいはもっと古い?)と思われる高度の角閃

岩,マグマ起源の片麻岩と花嵩岩の貫入を伴った雲

母片岩が最下位を構成している(第5図).二畳紀

一石炭紀のメダカｰボネイトは強く変形している.

アルカリ玄武岩を挟んだ上部三畳紀のカｰボネイト

がそれらと不明瞭た境界で接し,残りの層準を構成

している(Yazgan,1984).

東方のビトリス･マッシブは,東アナトリアにお

ける重要な地質要素で(第1図),多くの研究がた

されてきた(例えば,Ha11.1976;G6nciog1uandTu-

rhan,1984).最下位のユニットはたぶん先カンブ

リアの角閃岩,エクロジャイトや片麻岩である(第

5図).変成した砕屑物やメダカｰボネイトを換む

デボン紀の火山岩類や二畳紀の珪質ないし泥質の片

岩からなる古生層は片麻岩質岩を不整合に覆う.三

畳紀の堆積岩を挟む火山岩類は,ネオテｰチスの三

畳紀におけるリフティングを示唆すると解釈されて

いる.一般に,これらの層準は変成したオフィオラ

イト質のオリストストロｰムや中生代最後期のオフ

ィオライトナッペで終わる.
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第6図周辺摺曲帯の主要ユニットの地質柱状図(記号説

明:第3図と同じ)

東部アナトリア地域は,中新世から現世にいたる

厚い火山岩類に被覆されている.3つの主要な火山

活動期が識別されている.すたわち,最初は弱いア

ルカリ質の火山活動,第2は,カルクアルカリ質

の火山活動で地殻厚化の始まりを示唆している.第

3は,アルカリ質のチベットタイプの火山活動であ

る(Sengδr,1980).第四紀アノレカリ質火山活動のも

っとも良い例は,イラン国境に近い歴史上で有名な

アララト山の火山円錐丘である.

(4)周辺摺曲帯

南東アナトリア地域では,北部で弧状の東タウノレ

ス山脈によって範囲を定められている低地帯が,ト

ルコにおけるアラビア半島(アラビアプレｰト)の北

端部をなす.いいかえれば,アラビアプレｰトは南

東アナトリアスラストの下でアナトリアにアンダｰ

スラストして終わることになる(第2図).この地

域は,広範囲に広がる第三紀堆積層に覆われてい

る.全体として今も継続している(アラビアプレｰ

トの)衝突によって幅広く榴曲しているから

(Seng6randKidd,1979;Deweyeta1.,1986),いく

つかの背斜がより古い地層を露出させている一例え

ほ,ハズロ(Hazro)やデリク(Derik)では古生代や

より古い岩石が露出している(第6図).デリクで

は,安山岩を挟んだ砂岩が最下位のユニットを構成

している.古生代の砕屑岩類や炭酸塩岩はシノレル紀

一オノレドビス紀の沈降期に発達した典型的な古生代

の受動的縁辺を示唆している.中生層もタウルス帯

と似た大陸台地の地史を表している.南方へ規則的

なフリッシュ相に側方変化するオフィオライト質の

オ.リストストロｰムは,オフィオライト相の南限を

示している.姶新世と中新世の厚い堆積層は,アラ

ビアプラットフォｰム上への衝突後の堆積を示して

いる.
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